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五島協働センターのコミュニティ担当職員の徳田です。コミ担とはコミュニティ担当職員の略です。

今回は、先日、五島協働センターで行われた地域に関した講演会の様子を紹介します！ 

今から 150 年前の明治 8年 8月、イギリス船籍ジェームズ・ペイトン号が五島海岸沖で座礁し

たところ、福島村（今の福島町）あげての救助活動を行い、乗組員全員を救うことができました。 
この偉業を称え、語り継いでいる五島歴史クラブの皆さんによる活動の一環として、令和８年

１月３１日に講演会が開催されました。 

次に遠州はままつ都田一般社団法人

里の家代表の加藤正裕様からその後の

乗組員たちのお話を聞くことができま

した。加藤様は、２０１１年３月に市の

事業で発行した、ジェームズ・ペイトン

号事件に関する冊子作成にご協力いた

だいた方です。 

主催した五島歴史クラブの皆さんは、「多くの方に来ていただいて非常にうれしかった。今後

もこの話を広く知らしめることができるよう活動していきたい」とお話しされていました。 
これからの活動にも注目していきたいですね。 

最初に浜松市博物館の学芸員が

「ジェームズ・ペイトン号遭難事件

の古文書を読む」との題目で、九つの

史料から分かった、詳細な当時の状

況を説明しました。 

当日は五島地区以外の方も含む５０人

を超える皆さんが来場し、二人のお話後

も熱心に質問されていました。 


